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論文内容要旨
Bis凶ospHon&tes(
対し臨床応用が考
は特に骨吸収抑制
の畠1作用を起こす
マウスにamino8P
酵素昼istidined
産生の増強など多
要な炎症の原因
魏魏窺64fσLPS
翼i)c活性および,aminoBPsの猛4産生に対する
初めに璽L-!欠損
A翼PrBP)3種類(4
重量,胸水,胸腺重
臓重量の増加,胸
 スにおいてはこれらの作罵はみられなかった。
次にA麗8協P投与
おいてA藍BuBP
琵4α,賎4β産生
&瓢inoB費(AHBu
用は見られなか
単独,併用投与し
べ,併用投与は増
の反応に瓦一隻が
与が考えられる
 代償機構の存在が示唆される。
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審査結果要旨
動。-p構造をもつ
物であり,種々の疾
が特に強く,誘導体
での,発熱,胃炎,眼
つつある。BPsの結
謝作用に関する基
吸収抑制作用とほ
ABPのclodronate
 サイトカイン)の産生を亢進するなどの報告がある。
ABPsは臨床期量で
性がある。従ってAB
本研究はABPsの炎
る。その結果,①A
炎症反応を誘導した
びP泥∂o!6磁f競解
はLPSによる登DC活
 はみられなかった。③亙L-!欠損マ
ABPsがラット注射局
この作用は骨吸収抑
認され,これを骨吸
用は特殊な生物学的
誘導するのではな
 れ,両者の併胴が臨床的に有効と予想される。
本研究成果はABPs
る。また`廟腔細
富む知見であり,本論文は博士(歯学)論文として評衝
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